
かえりみて 

 
物思う頃は遠い昔 
どうしてあんなに苦しかったのか 
思い切ることすこしもできないで 
流されるままにいつも逃げていた 
  
自分のことばかりで何もわからず 
思いやることすらも忘れていた 
  
だけど何もかもわかったような 
図太いだけの今より 
一挙一動が気になるあの頃 
その大切さかえりみて 
  
  
物思う頃は敏感で 
どうしてあんなに悩んだのか 
適当に振る舞うことできないで 
うとまれることもあったのだろう 
  
自分をよく見せることばかりで 
気楽になることすらも忘れていた 
  
だけど何と思われようとも 
気にしないだけの今より 
恥じらいプライド感じてたあの頃 
その大切さかえりみて 
 

 


	かえりみて

